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【９月】 

22日（土） 日本キリスト教団東北教区放射能

問題支援対策室いずみ、第3回いずみこひつじ

キャンプ（保養プログラム）を山梨県内で実

施（東京ＹＭＣＡ共催）。7家族25名（大人11、

子ども14）が参加。（～24日） 

≤ ─ ה ☿fi♃

⌐כ ↕╣≡™╢ ⁸

ⱶכ♅ ╩ ☿fi♃כ≢ ⁹

1 ⌐ ─ ⌐ ↕

╣√ ≤ ⁸ ─

╛ 14 ⅜ ⁹ │2 ⁹ 

23 日（日） 女川原発再稼働の是非をみんなで

決める県民投票を実現する会（略称：みんな

で決める会）、「原発」県民投票条例の制定を

求める直接請求署名運動キックオフ集会、県

民会館 601、県内各地から、熱い意気込みを

持って約 300人が参加。多々良代表が、法定

署名を集める協力者（受任者）の事前登録が

全県で 7000人を超え、各地・各団体での学習

会や説明会は 150回以上開催され、この後も

計画されており、さらに賛同が広がっている

事を報告、「この直接請求署名運動をみんなで

必ず成功させましょう」と訴えた。中嶋廉さ

んが、運動の基本となる「県民投票条例（案）」

の主な点を説明、活発な質疑応答、意見交換

が行なわれた。集会後一番町フォーラス前と

中央通り平和ビル前でアピール宣伝行動。 

25 日（火） みんなで決める会、地方自治法に

基づき、請求代表者証明書申請書と条例制定

請求書、条例案を提出。4 名参加。 

みやぎ福島原発損害賠償請求訴訟（ふるさ

と喪失訴訟）田辺文也証人『反対尋問』（社会

技術システム安全研究所主宰、元日本原子力

研究開発機構上級研究主席）。仙台地裁 102

号法廷には、原告と原告弁護団、被告側（東

電、国）の弁護士・検察官が着席、東電社員

4 名、そして田中三彦さん等県内外の市民約

40 名が傍聴。 
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【１０月】 

1 日（月） 「生業を返せ、地域を返せ！」福

島原発訴訟控訴審初公判、仙台高裁 401号法

廷。仙台市錦町公園で「期日前集会」、『怒・
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福島切り捨てを許さない！』のノボリ旗を掲

げ仙台市内をデモ行進。仙台弁護士会館 4 階

会議室で法廷外企画として「模擬法廷」、「交

流集会」、「報告集会」。原告等約 500名が参加。 

  ⁸2016 9 ⅛╠ ╩ ⇔≡™
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2 日（火） みんなで決める会、請求代表者証

明 書等の交付を県から受け、署名活動を開

始。 

5 日（金） オールわかばやしの会、「原発」県

民投票条例の制定を求める直接請求署名運動 

若林区キックオフ集会、講師は多々良哲氏（み

んなで決める会代表）、仙台市若林区中央市民

センター別棟第 3 会議室、約 50 名参加。 

6 日（土） エネシフみやぎ・みやぎ地域エネ

ルギー合同会社、「市民のお金で作る自然エネ

ルギー～資本主義の大きな変貌と幸せのリデ

ザイン～」伊藤宏一氏（千葉商科大学人間社

会学部教授）講演会と浦井彰代表による「み

やぎ地域協同発電所・事業説明会」を開催。

日立システムズホール仙台 3 階エッグホール、

40 名参加。 

8 日（月・祝） みんなで決める石巻の会、女

川原発 2 号機の再稼働の是非は県民投票で決

めさせて！！キック・オフ集会、みんなで決

める会代表多々良哲さんがあいさつ、石巻市

平和会館 3 階集会室、約 30 名参加。 
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20 日（土） 政治を考える女性の会、「みんな

で考えよう脱原発社会と再生可能エネルギ

ー」、エルパーク仙台セミナーホール。衆議院

議員岡本あき子さん「脱原発社会へ いま国

会では」、篠原弘典さん（仙台原子力問題研究

グループ）「人類と原子力との出会いから女川

原発の現状まで」。共催（公財）せんだい男女

共同参画財団。 

日本カトリック医師会仙台支部公開記念講

演会「内部被曝を考える」、講師西尾正道医師、

カトリック元寺小路教会 1 階ホール。約 50

名参加。 

21 日（日） 放射能問題支援対策室いずみ、西

尾正道医師講演会「内部被ばくを考える～福

島原発事故後の望ましい健康管理のあり方に

ついて」、エルパーク仙台 5Fセミナーホー

ル、共催 宮城県民主医療機関連合会／日本

キリスト教団東北教区宣教部委員会／生活協

同組合あいコープみやぎ／日本カトリック医

師会仙台支部。99 名参加。 

 みんなの放射能測定室「てとてと」、7 周年

イベント。大河原町「佐藤家」の蔵。 
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28 日（日） 放射能問題支援対策室いずみ、「第

55 回こども甲状腺エコー検査 i n 柴田町」、協

力/ 小石族とかたつむり（柴田町）、しばたの

郷土館・ふるさと文化伝承館。検診医/ 寺澤政

彦医師（てらさわ小児科・仙台市）。59 名が

受診。 
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31 日（水） 「女川原発ＵＰＺ住民の会」、5

市町首長会代表幹事の熊谷盛広登米市長に、

再稼働に反対するよう申入れ。12 名参加。 

【１１月】 

2 日（金） 「女川原発ＵＰＺ住民の会」、東松

島市長、美里町長、涌谷町長宛にそれぞれ再

稼働反対の申入れ書提出。東松島市では 2 名

参加。 
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⅜ ⁹ 

3日（土） みんなで決める会、「中間報告集会」、

仙台市戦災復興記念館記念ホール、約200名参

加。署名が17000筆に達したことを報告、更な

る上積みを目指すことを確認。女川町ではす

でに有権者の10％が署名。 

  ₐ ⁸e ⌐₈  
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7 日（水） 朗読劇「線量計が鳴る」―俳優 中

村敦夫が書き下ろし、演じる元原発技術者の

独白―、宮城野区文化センターパトナシアタ

ー、主催朗読劇「線量計が鳴る」仙台実行委

員会。満席約 220名が観劇。 

  石炭火力発電を考える多賀城の会、多賀城

市に、仙台パワーステーション（ＰＳ）に関

する公開質問書を提出。 

⁸ ≢10 25 ⁸

≢ 27 ⁸ ≢ 29

⌐ ↕╣√▬ⱡ◦◦⅛╠∕╣∙╣230 /

⁸120 / ⁸300 / ─ ☿◦►ⱶ╩

⇔√≤ ⁹ 

8  ⁸ ─ ≤

─ 3900 ╩ ⌐⁸1 ╩

∆╢₈↓╪⌐∟│ ₉╩ ⁹26 ╕

≢⁹ 

  ⁸ ≢⁸ ה

─ ⌐ ⇔≡™╢

⸗♬♃ꜞfi◓ⱳ☻♩ ⅜⁸ ≢

─ ╩ ╘╠╣≡™√⌐╙ ╦╠∏⁸

♃כ♦ ─ ⅜⌂ↄ⁸ ꜟⱩכ◔

⇔⅛⌂™↓≤╩ ╠⅛⌐⇔√⁹ 

10 日（土） 放射能から子どもたちを守る栗原

ネットワーク『学習交流会』、栗原市市民活

動支援センター多目的室。 

12  ⁸ ה ה ⌂

╠┘⌐ ה ה ה ה

⌐ 10 ─ ─

⁹ 

14  ⁸

≢⁸ 1 ⌐ ⇔ ⁹ 

15 ⁸ ─ ≤ ╛

71 ─ ≢7 9 ⌐ ⇔√

⸗♬♃ꜞfi◓ ╩ ⁹

─ ⅛╠ ─

≢3630 / ─ ☿◦►ⱶ╩ ⁹ ≢

│⁸ ◔ ♄ⱶ ≢1980 /

⁹ │ ≢ /

⁹ 
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https://twitter.com/miyagi_no_nuke  

http://twipla.jp/events/27716  

主催□みやぎ金曜デモの会（代表 西） 

e- mail:miyagi.no.nuke@gmail.com  

 

【９月】 

30日（日） 「日曜デモ」は、台風の影響を考

慮し中止。 

【１０月】 

5 日（金） 第 296 回「金曜デモ」、東北電力原

田社長は先日の記者会見で、女川原発 1 号機

について「廃炉も具体的な選択肢として検討

していく」と明言、ついに東北電力にも原発

の廃炉の時代がやってきたと、元鍛冶丁公園

から約 35 名の市民が参加。 

12 日（金） 第 297 回「金曜デモ」、仙南、黒

川地区に続き、石巻市でも放射能汚染廃棄物

https://twitter.com/miyagi_no_nuke
http://twipla.jp/events/27716
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の試験焼却が始まり、大崎市でも始める計画、

試験焼却をただちにやめ、放射能が環境に拡

散しないよう、隔離安全保管の方針を取るこ

とを求めていきましょう！と、勾当台公園野

外音楽堂から約 40 名の市民が参加。 

19 日（金） 第 298 回「金曜デモ」、女川原発

再稼働やめようの声を上げ続けましょうと、

東北大学片平キャンパス北門から約 25 名の

市民が参加。 

26 日（金） 「みやぎ金曜デモ 300回記念ハロ

ウィンデモ」、東北電力は女川原発 1 号機の廃

炉を決定、全国的な廃炉のうねりがやっと東

北電力にも届きましたが、1 号機の廃炉と引

き換えに、2 号機の再稼働を認めるわけには

いきません！と、ハロウィンの仮装をし、肴

町公園から約 50 名の市民が参加。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【１１月】 

2日（金） 第300回「金曜デモ」、強制起訴され

た東電幹部3人の被告人尋問で、東電のドンと

いわれた勝俣元会長は責任逃れ、これだけの

被害を起こし誰も刑事処罰されないというこ

とがありうるのでしょうか？と、元鍛冶丁公

園から約40名の市民が参加。 

9日（金） 第301回「金曜デモ」、雨の中、肴町

公園から約30名の市民が参加。 

16 日（金） 第 302 回「金曜デモ」、元鍛冶丁公

園から約 45 名の市民が参加。 

 

 

◆（旧古川地域）脱原発大崎demo金曜行動・毎

週金曜17時半集合・あさひ中央公園 

◆（塩釜地域）塩釜脱原発デモ・毎週金曜17時

半集合・下馬駅裏宮城民医連事業協前17時45分

デモ出発 

◆（仙台長町地域）原発も戦争もＮＯ！たいは

くアクション・第3水曜日17時半～蛸薬師境内集

合後デモ行進 

Ợ 岩沼市）原発ゼロ岩沼歩き隊 毎月第 3 金曜

15 時～岩沼駅東口広場 

 

 

∕ ԁ

Ҳ  
【９月】 

22 日（土） 大崎市の岩出山池月にある焼却処

分場に近い住民組織「上宮協栄会」、市民集会

を開催。覚書や協定すら無視して焼却を強行

しようとする大崎広域行政事務組合に対し、

焼却予算の執行を差し止める「住民監査請求」

却下の決定を不服として、試験焼却中止を求

める住民訴訟の検討を表明。 

27 日（木） 栗原市の堆肥製造施設建設候補地

周辺住民ら 29 人、建設に反対する「栗駒地区

民の会」を発足。決起集会に約 40 人が参加、

反対の署名活動の継続を確認。 

28 日（金） 「放射能汚染廃棄物の焼却処分に

反対する石巻地域の会」と「放射能汚染廃棄

物処分を考える河南の会」、石巻市に試験焼却

中止を求める申し入れ書を提出。約 10 名参加。

10 月 3 日、石巻地区広域行政事務組合にも申

入れ。 

  ⁸ ─ ─

69 ⁸ 8000 / ╩ ∫√≤

⇔≡ ╩ ⁹3 ⁹ │⁸ ⅛╠

╩ ╘╠╣ ⁸ ◗Ⱶ≤ ⌐

∆╢⁹ 

【１０月】 

2  ⁸ ≢15 ⅛

╠ ╩ ∆╢≤ ⁹ 

⁸ ─

⁸5≢כ♃fi☿fiכꜞ◒ ─ ╩

6 ⁹ 

3  ⁸ כ♃fi☿fiכꜞ◒

≢⁸1 ─ ╩ 8 ⁹2

23 28 ⁹ 

4日（木） 「放射能を拡散させる『一斉焼却』

をスルナ・サセルナ市民集会実行委員会」、

大崎市内で、反対集会。約50名参加。焼却施
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設3ヶ所（古川、岩出山、涌谷）周辺29ヶ所で

放射性セシウムの独自測定を実施する方針。 

  ⁸ ≢⁸

─ ╩ ⁹ 

10  ⁸15

⅛╠─ ╩ ⁹ 

11日（木） 「上宮協栄会」の阿部忠悦会長ら

124人の原告団、大崎組合管理者の伊藤康志大

崎市長に対し、試験焼却予算の支出差止を求

める住民訴訟を仙台地裁に提訴。 

石巻市、河南一般廃棄物最終処分場に焼却

灰（124～237㏃/ ㎏ の搬入を開始。「放射能

汚染廃棄物処分を考える河南の会」約20人、

福田生活環境部長に搬入凍結を求める申し入

れ書を提出。 

15  ⁸ 3ﬞ ≢

╩ 19 ⁹ ≢ ⁹ 

16  ⁸ ╩

⌐ ⁹ ⌂≥╩ ⌂℮ ≤─

⌐ ∆╢ ╠3 ⅜ ⁹ 

18 日（木） 「栗駒地区民の会」、千葉健司栗

原市長に堆肥製造施設建設候補地の白紙撤回

を求める意見書と 871人分の署名簿を提出。 

  65 ⁸ 1981 ╩

∆╢ ─ ╩

⁹ ⅜ ⁹ 

23  ⁸

─ ☿fi♃כ≢ 6 ─

╩ 27 ⁹ 

24 日（水） 「ふるさと黒川の生命と水を守る

会」、黒川組合と事務所で意見交換。双方か

ら計 20 人が参加。 

29日（月） 「放射能汚染廃棄物『一斉焼却』

に反対する宮城県民連絡会」、環境省東北地方

環境事務所に、試験焼却を行なう仙南クリー

ンセンター周辺のモニタリングポストの空間

線量が上昇傾向を示している原因の調査を求

める申入れ書を提出。 

30  ⁸∆⅝ ╖⌐ ∆╢ ─

╩ ≢ ⁹ 20 ⅜ ⁹ 

31  ─ ⁸

⅜ ⌐ ─

╩ ⇔√─⌐ ⇔⁸ ≢₈

─ ⌐ ╩ ╕∑≡™╢

─ ╩╦⅛∫≡™╢─⅛⁹ √⌂ ⅝⅜

№╣┌⁸ ⅜ ≤⌂∫≡ ╩

╡ →╢₉≤⁸ ⁹ 

 

【１１月】 

1  ─ ⁸
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8 日（木） 「放射能汚染廃棄物の焼却処分に

反対する石巻地域の会」、石巻市に本焼却の中

止を申入れ。「放射能汚染廃棄物処分を考える

河南の会」、焼却に関する質問書を提出。 

12  ⁸ ♃fi☿fiכꜞ◒

⁸≢כ ╩ ⁹ 4 ≢ ╘≡⁹ 

⁸ 3ﬞ ≢ 2 ─

╩ 16 ⁹ 

15  ⁸
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